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新世界との対崎

-ニューイングランド文学とバイオリ十ジョナリズムー
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星野 勝利

Wh ohearSthefisheswhentheycry?

--一一Thoreau,AWe占止OB血eamaZdLZZZd

MenizzZaCRt朋

...ibisbutwelltobeonhendlytemswithdlthe

血 atesoftheplaceonelodgesin.

-･･Melvine,MobyTDid

はじめに

ロングアイランドに住むさる若者が､その地を去るに当たり､宅地の前の浜辺

に寝ころぶ｡遠くに点滅するフェリーの明かりを眺めながら､この若者は夕闇の

中でこの土地の過去のことに想いを馳せる｡オランダ人船乗りたちが始めてこの

地を目にした時､いまでは高級住宅地と化したこの場所は､見渡す限り樹木と花

に覆われた ｢新世界という鮮やかな緑なす乳房｣ (9章)の世界であった｡

隣家の青年ギャツビーについて語る『グレート･ギャツビー』(TheGreatGaLsb,)

の語り手ニックは､ロングアイランドを去るにあたり､隣人ギャツビーと新世界

アメリカとの関係について思いを巡らす｡かつての緑の世界は宅地に姿を変えて

しまったが､この高級住宅地に住むことを生涯の夢とした青年ギャツビーにとっ

て､この夢に向かって生きることは､ニックe)見るところ､黒々と不気味に広が

る ｢共和国の平野｣ に ｢ボート｣ を漕ぎ出し､ ｢陶酔に満ちた未来｣ (同前)を

目指すことと等価であった｡

『白鯨』(肋 byTDick)の語り手イシュメイルは､捕鯨について語るOロングアイ

ランドに隣接するマンハッタンの街に住むこの若者は､街を後にして､捕鯨基地

に向かう｡青年ギャツビーが ｢陶酔に満ちた未来｣に向けて ｢ボート｣を漕ぎ出

したように､青年イシュメイルは､ ｢遥かなるもの｣としての鯨を求めて､勇躍

｢世界の海原｣ (1章)に船出する｡

語り手ニックは､ギャツビーの生の在りよ-うを､場所と時間の関係で捉える｡

共和国アメリカという一個の場所と歴史との関係で眺める｡イシュメイルの場合

はどうれ 捕鯨船やェイハブ船長の在りようは､場所や時間とどのように関わる
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ものなのれ そもそもアメリカ文学において､場所 (土地)や時間 (歴史)は､

どのような意味をもつものなのか｡

1.等しのメリマック

メルヴィルの作品では多くの若者が海に出る｡処女作 『タイピー』(Twee)､次

作 『オムー』(anoo)､続く作品 『マ-ディ』(Mardz)では､捕鯨船で海に出た若

者が､南の島々で冒険に満ちた人生を送る｡捕鯨船での海行きの構図は､青年時

のメルヴィルの個人的体験とも重なり合う｡

海に出た若者たちは､故郷としてのアメリカのことをしばしば思い浮かべる｡

『レッドバーン』(RedbLLm)では､商船でイギリスに向かった若者レッドバーン

が､リバプールでドイツ人移民の姿を目にする｡新世界を目指す移民の姿に､青

年レッドバーンは､ ｢地上の楽園｣ ｢彼岸の世界｣ (3章)としての故郷アメリカ

を思い浮かべる｡一方､ 『ホワイ ト･ジャケッ吊】(n lteJacket)では､アメリカ

の軍艦に乗り込んだ若者が､鞭打ちという随習を目の当たりにして､アメリカ人

のあるべき姿を思う｡アメリカ人とは､ ｢地上の大陸一個を支配する当然の権利

を与えられている｣ ｢特別に選ばれた民｣であり､ ｢新世界に新たな道を切り拓

くべく未開の荒野に送り出された前衛｣ (36章)のはずである｡

時代を遡って､ヨーロッパからアメリカに向かった巡礼始祖 (PilかmFathers)

たちは､新しい世界を築くべく､旧世界から新世界に向けて船出した0 ｢彼岸の

世界｣としての新世界を目指すこの旅は､｢地上の楽園｣を目指す旅でもあった｡

大西洋を横断して,緑に覆われたコツド岬をようやく眺めた時､巡礼始祖たちの

心は､解放と安らぎの思いで満たされた｡ブラッドフォー ド(William Bradford)に

とって､岸辺まで緑に覆われたこの新世界は､期待に違わず､旧世界と異なり､

｢住むのに適した稔り豊かな地 (血itfulandfitforhabitadon)｣(qplymouth

Plantdion,Gatta,18)と見えた｡

しかし､現実のコツド岬は､必ずしもこの期待を満たしてくれるものではなか

った｡緑と見えた世界は､実際は野獣や野人に満ちた ｢荒野 (wildemess)｣でし

かなく､この世界で生きるには､次のように､ ｢神の恩寵(spiritofGodandHis

grace)｣を信じるしかなかったo

Wh atcouldnowsustaindlem buttheSpiritofGodandHisgrace?May-notand

oughtnotthechildrenofthese血dlerSrightlysa:y,̀òur免dlerSWereEnglishmen

which侃nleOVer血sgreatocean ,andwerereadytoperishin血iswildemess;but
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1theycdedtmtodleLerd,andheheardtheirvoiceandlookedontheiradvenity.''

(Mouyl'sReladqn,Gatta,19)

恩寵としての新世界｡以後､この視点が､移住した人々の意識の在りようを定

める｡アメリカ最初の女性詩人とされるブラッドストリート(Am eBradstreet)は､

1630年､アラベラ号でアメリカに移住する｡壊血病等で多くの人命が奪われた3

ケ月の船旅の後､新世界での生活は､病気や火事も加わり､過酷なものとなった｡

しかし､父親が植民地知事を務める環境の中で育った彼女は､政治､歴史､医学､

神学などとともに､詩の世界に強い関心を示す｡新しい生活の場としてのニュー

イングランドの自顔の姿にも､詩人としての目を向ける｡詩 ｢隈想｣

(conlemplaLio'U)は､次のように始まるo

Some血血gnowpastindleAutumnalTide,

Wh enPhoebuswantedbutonehotFtObed,

Thetreesaurichlyclad,yetvoidofpride,

Weregildedo'rebyhisrichgoldenhead.

Theirleavesand丘山tsseeml dpaintedbutwashe

Ofgreen,ofred,ofyellow,mixedhew,

Raptweremysensesathisdelectableview.

緑の葉が赤や黄に衣替えするニューイングランドの秋景色｡旧世界イギリスか

ら船出して､大西洋を横断し､セイレムで生活を始めた彼女は､現在のボストン

からケンブリッジ､イブスウィッチ､アンドーパ丁へと移動する｡上記冒頭の一

連は､アンドーバー近郊を流れるメリマック川の風景とされる｡夕日に染まる美

しい秋景色が詠われるこの一連には､新世界アメリカで彼女が体験する ｢心地よ

い眺めの感覚 (sensesathisdelectableview)｣が満ちあふれている.

この ｢感覚｣は､詩人の内奥に宿る確固たる思いに基づく｡続く第二連は､次

のように始まる｡

Iwistnotwhattowish,yetsurethoughtI,

Ifsomuchexcellenceabidebelow,

Howexcellentishethatdwellsonhigh?

Wh osepowerandbeautybyhisworksweknow.
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以下､33連232行から構成されるこの詩で､･彼女は､自分の生きる世界をエデン

の園として眺め､そのエデンを司る太陽(Phoebus)について詠い 樹ヾ木について詠

い､イナゴやバッタ､川の魚､そして美しくさえずる小鳥など､身の回りの小さ

な生きものたちについても詠う｡身の周りの自然を観察すること､それが彼女の

｢院憩｣であるが､この自然とは､清教徒としての白人移住者たちが入植してま

だ間もないころの新開地ニューイングランドである｡この世界は､後代の遅れて

きた青年としてのニックやレッドバーンに言わせれば､ ｢鮮やかな緑なす乳房｣

の世界であり､ ｢地上の楽園｣の世界である｡メリマック河畔のこの世界は､予

定調和に満ちたエコロジカルな世界であり､生きものたちを優しく育む緑のバイ

オスフィアでもある｡

詩人ブラッドストリー トは､この世界に､ ｢力と美(powerandbeauty)｣を認

めるO ｢高い所に住む彼 (hethatdwellsonhigh)｣の ｢作品(works)｣としての ｢力

と美｣である｡ ｢高い所に住む彼｣とは､詩の中では､天空を移動する ｢太陽｣

を意味する｡しかし､この ｢彼｣には､更に高い存在としての ｢神｣ の姿が重な

り合う｡美しい河畔の世界の創造者としての神｡緑の世界で院憩に耽るこの詩人

の姿には､自然や生きものたちを通して顕わになる神の ｢恩寵｣-の敬度な想い

が漂う｡これが随所に認められる点で､詩 ｢院想｣は､ブラシドフォー･ドを始め

とする巡礼始祖たちの新世界-の想いを実証する詩となる｡

2.子熊の悲しみ

河畔のオークの樹の下で隙取こふけるブラッドストリー トは､メリマック川を

泳ぐ魚や小鳥に､次のように呼びかける｡

YeFishwhichin也isliquidRegion'bide

Thatforeachseasonhaveyourhabitadon,

Nowsalt,now触Shwhereyouthinkbesttoglide

Tounknown coaststogiveavisitadon,

hLakesandponds,youleaveyournumerousBy.

SoNaturetaughtandyetyouknownotwhy,

Youwabyfolkthatknownotyour由icib,.

0menyBird(SaidI)thatiTearsnosnares,

Thatneith ertoilsnorhoardsupindlybarn,

Ol.162-8)
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Feelsnosadthoughtsnorcruci血ngcares

Togainmoregu)dor血皿Whatmighttheeham-

ThyclodleSne'erwear,也ymeatiseverywhere,

Thybedatx)ugh,thydrinkthewatercleu-

RenhdsnotwhatispasちnorwhafstocomedostfTear. (ll.183-9)
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｢水の世界 (1iquidRegion)｣に住む魚たちは､ ｢自然 (NahJre)｣の教えに従い､

湖や池を後にして､川を下り､大海-向かい､再び川を遡上する｡しかし魚たち

は､この r至福(felicib,)｣について知ることがないO木陰でさえずる小鳥たちも同

様である｡悲しみや苦しみとは無縁のまま､民をおそれることもなく､終日仲間

とさえずり明かし､木陰に息み､のどの渇きを清らかな水で癒すム院想する河畔

の詩人の眼が向かうのは､平和に満ちた生きものたちの世界である｡

しかし､巡礼始祖の東商たちが住むニューイングランドは､常にこのような世

界であったわけでもない｡ニュージャージーの農家の息子として生まれたウルマ

ン(JolmWoolman)は､ 『日記』(17ieJwnal)で知られる｡クェ-カー教徒として

奴隷制反対の主張を繰り広げたウルマンは､布教活動の原点となった一つの体験

についてその冒頭に記している｡少年時に自分が冒した次のような行為である｡

Ⅰmayherementionaremarkablecircurnstancethato∝urredinmychildhood.
Ongoingtoaneighbo′shouse,IsawonthewayaFObinsitdngonhernestandasIcame

nearshewentoB!,buthavingyoungones,sheflewabouもandwithmanycdesexpressed

herconcem fordlem.Istoodandthrewstonesather,andonesdkinghershe危lldown

dead.AtfirstIwaspleasedwithdleeXPloiもbutabrafewmhuteswasseizedwithhorror,

athaving,lna司)0dveway,killed an innocentcreaturewhileshewascarefulforher
●

young.Ibeheldherlying.dead,anddlOughtdlOSeyoungOneS,forwhichshewasso

cm fu1,mustnowp由 hforwantoftheirdamtonourishthen A飴rsomepainful

consideradonsonthesubject;Iclimbedupthetree,tookalltheyoungbirds,andkilled

them,supposmgthatbetterdlantOleavethemtopmeawayanddiemiserably.
■ ●

(Chapter1)

出来ごころで親鳥を殺したウルマン少年は､ひな鳥もすべて殺すことになる｡

少年にとってこの行為は､ ｢やさしい慈悲 (tendermucies)｣の行為のはずであ

った｡しかし､少年ウルマンは､結果として生きものの命を暴力的に奪った自己

の行為に､激しく慎悩する｡後のウルマンの説教師や社会活動家としての歩みが､
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ここから始まる｡人間が平等であることへの強い思いも､出発点は､,小さな生き

ものに対して冒した少年時代の行為-の強い後悔の念に基づいている｡きわめて

倫理的かつ宗教的 (theocenbic)というべき思いであるO

新世界最初の植物学者として知られるジョン･バー トラムの息子ウイリアム ･

バー トラム(WilliamB血 Il)は､ウルマンと同じくクェ-カーであった｡後に旅

行者として知られるウイリアムは､父の植物採集の旅に同行し､ニューイングラ

ンド各地を旅する｡1776年､南方フロリダ方面を旅したウイリアムは､その時の

旅の模様を『旅』(Trmels伽 ughNorth&SouthCmolina...theMmmefT
ofthelTndimg)に著す｡ワ-ズワースやコールリッジ､シャトーブリアンなど､

ヨーロッパ ･ロマン派にも影響を与えたこの旅行記で､ウイリアムは､土地の様

子やインディアンのことともに､多様な姿を見せる樹木や草花､大小さまざまな

動物や生きものたちについて､挿絵を添えて詳細に報告する｡ ｢自然が生みだし

たものbroductionsofnature)｣としての生きものの姿を正確に伝えることは､ウイ

リアムにとっては ｢偉大なる全能の創造者 (theGreatAlmighb,Creator)の無限の

力と威厳と完壁さを請えること｣(Guぬ,49) に他ならない｡

しかしウイリアムは旅の途上で一つの出来事に遭遇する｡モスキー ト川を遡上

した際､同行の一人が川縁を歩く一頭の熊を射殺する｡その死体に近づいた子熊

にも銃口が向けられた時､ウイリアムは ｢同情の念で心を動かされた｣

("Introduction,''Gutta,52)ものの､それを制止することができない.結果として子熊

もまた犠牲となるO 『旅』の中でウイリアムは動植物や人間の共通点についてし

きりに言及する｡差異はあるものの､生きものとしてはすべてが大いなる類似性

を抱えているのである｡母熊の死体を前にした子熊の表情は人間と変わらないも

のであり､これを見殺しにした自分にウイリアムは心を痛める｡ウルマンと同様

である｡ '

時代を下って､18世紀後半､クーパー(JamesFenimoreCooper)の『開拓者』(272e

PioneeTlS)でもクェ-カー教徒が現れる｡ニューヨーク州北部の開拓地で司法を

司るテンプル判事である｡この判事は､新開地の法の番人として､禁猟期の法を

破った森の住人ナティ･バンポーを拘留する｡インディアン的生を送る白人バン

ポーとテンプル判事の間には､自然と文明の対立の構図が現れる｡作品冒頭で示

されるように､18世紀後半のこの時代は､旧世界から押し寄せた白人開拓者たち

が､ ｢永遠の進歩 bermanentimprovement)Jを信じつつ､ ｢荒野 (wi1demess)｣と

しての森を破壊し､生きものたちを疎開し､｢恵まれた自然の開発 (developmentof

thenahd advantage)｣ に競って参加していった時代であった｡
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Theexpedientsof血epioneersWhoBrstbrokegroundin也esedementofthis

counbyaresucceededbythepermanentimprove〝好nLsoftheyeomanwhointendsto

leavehisremainstomoulderunderdiesodwhichhet山S,orperhapsof也eson,who,bom

intheland,piouslywishestolinger打0undthegraveofhis鳥山er.Onlyfortyyearshave

passedsincethistemitorywasawilhrness.Verysoonahrtheestabh血mentofthe

indq?endenceoftheStatesbythepeaceof1783,dieenterpriseofthekcitizenswas

directedtoaLhelopmentoftheMEuraladvantagesOftheirwidelyextended血m血ions.

(Chapter.1,italicsmhe)

渡り鳥の大量虐殺もこの ｢進歩｣と ｢開発｣に関わる｡春を迎える湖畔の開拓

地に､ある日突然､鳩の大群が押し寄せる｡判事一家を含め､開拓地の住民は､

老若男女､猟銃やピストルや弓矢を手に家を飛び出し､一斉に鳩狩りを始める｡

羽毛は当時貴重で高価な商品であった｡この光景を見てバンポーは､ ｢自ら造り

だした生きものたちOliscreatures)が無駄に殺されていくのを､主 (dleLord),は終

ってみていることはない｡鳩や生きものたちの正義は必ずや果たされる｣ (22章)

と口にする｡生きものは最低限の数だけ獲ることに固執するインディアン的バン

ポーのことばを受けて､拘束する立場にある法の番人テンプ/岬 ｣事は､クエーカ

ー的視点を思い出したかのように､こう応える｡

"Thou･sayestwell,Leatherstocking-..andIbegh to也bkittimetoputanendtothis

workofdeshcdon." (坤id.)

｢進歩｣により破療される自然｡｢開発｣により疎開される生きものたち｡｢主｣

の怒り-の怖れ｡ここにもまた自然や生きものたちに対する多分に宗教的 (セオ

セントリック)な想いがにじみ出る｡エコロジカル ･コンシャンス､あるいはバ

イオティツク ･コンシャンスともいうべき心性である｡植民地時代や建国時代の

日誌や旅行記､あるいはロマンスに点在するこの心性は､新世界の時間の流れの

中で､巡礼始祖以来の開拓者の意識の中に脈々と流れているものである｡

3.鉄の馬

『開拓者』の舞台であるニューヨーク州北部より更に北に､自然に恵まれた広

大な領域が広がる｡アディロンダック (Adirondack)と呼ばれる地域であるo先

住民アルゴンキアン･インディアンの名前に由来するこの地域は､-イキング､

フィッシング､ハンティング､カヌー､ラフティングなど､アウトドアスポーツ

のメッカとして知られる｡19世紀中頃の1858年､はるばるボストンから一つのグ
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ループがこの地を訪れる｡ グノレープの一人エマソンは､この時の体験を詩 ｢アデ

イロンダック｣('叩IeAdiFOndatks")に記している｡

エマソンにとって ｢自然｣は大いなるテーマであった｡若くして発表したェッ

セイ集 『自然』 (肋Eun､■1836)はその証左である｡青年エマソンは､裸形の自

然の中に一人立つことで､ ｢透明な眼球となり､無となり､すべてを透視し､普

遍者の流れが体内を巡り､自分は神の一部｣ ('Naturen)となる｡この時から約

20年後､50歳を超えたエマソンが､アディロンダックの ｢自然｣-向かう｡青年

期の観念的な ｢自然｣とは異なり､いま歩みいる ｢自然｣は､極めて具体的､か

つ現実的である｡馬車を乗り継ぎ､ガイ ドを雇い､花やカワカマスやシカやコガ

モが生きる世界を､一行はキャンプ地に向けてひたすらボー トを進める｡

BydiebrightmomthegrD7Potz'lZaslid

ThroughBlesofflagsthatgl飽medlikebayonets,

Throughgold-modl-h礼ntedbedsofpickerelflower,

Wh erethedeer鮎dsatmightthetealbyday. ･

Q lthroughtheUpperSaranac,andup

PeteRaqueuesBeam,toasmalltortuouspass

Windingthroughgrasgshallowsinandout,
●

Twocreepmgmilesofrushes,padsand甲Onge

ToFollansbeeWaterandtheh eofLoons. (ll.16125､italicsmine)

エマソンが身を置く ｢自然｣は､ブラッ.ドストリー トやウルマン､あるいはバ

ー トラムやバンポーのそれとは､かなり異なる｡ルイス ･アガシやジェームズ ･

ラッセル ･ローウェルというハーバードの教授たちとのこの旅は､すでに開拓さ

れた場所に向かう ｢楽しい船団 仲egayflotila)｣による憩いの旅であるo旅自体

-のこころの葛藤といったものは､どこにも見当たらない｡それどころか､憩い

の中で一行は､キャンパーが残した雑誌の記事に目を止め､歓声をあげる｡大西

洋横断海底ケーブルの敷設成功を告げるこのニュースは､ ｢従前のすべての道を

転換する新発見の思索の道 ("thought'snew-foundpath/Shallsupplementhenceall

加ddenways")｣(n245-6)であった｡エマソンが手に入れたのは輝かしい科学

の勝利を伝える最新のニュースであった｡文明の進歩を伝えるこのニュースに､

一行は心をときめかせる｡

ソーローも旅の途上で捨てられた新聞を手にした体験を持つ｡1839年8月､22

歳のソーローは､コンコード川を下り､メリマック川を遡上して､ニューハンプ
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シヤーに向かう｡途中でボートを降り､登山を試みたソーローは､山頂で捨てら

れた新聞を手にする｡それに目を通したソーローは､新聞の価値が､事実や実態

を正確に伝えることにあることを思う｡天気予報やビジネス関係の記事に比べれ

ば､感情のこもった意見や論説は､所詮 ｢浅薄ではかない (shallowandfling)｣

("Tuesday")ものでしかない｡

旅の途上でも､この視点は青年ソーローを支配する｡緑の岸辺に覆われたコン

コード川は､一見したところ､太陽の優しい日差しを受けて生きものたちが生き

る平和な世界である｡

Thesunlodgedontheoldgr?ycli鞄 andglan ced企omeverypad:diebulrushesand

flagsseemedtorejoiceinthedeuciouslightandair:diemeadowswereadrinkingaItheir

leisu托:the血gssatmeditating,allsabbadlthoughts,summingup血eweek....

("S叫 ')

しかし､正確な事実に関心を向けるソーローにとって､一見予定調和に満ちた.

平和なこの世界には､一つの事実が隠されている｡ボートの旅を通してソーロー

が知るのは､ダムや運河や工場の建設によって生じた次のような現実である｡

Salmon,Shad,andAlewise,wereformerlyabund皿there,andtakeninweirsby

thehdians,whotaughtthismethodtothewhites,bywhomtheywereusedasfoodandas

man ure,undlthedam,andaAerwardtheαmalatBillerica,andthe鮎toriesatLowell,put

anendtotheirmi卵 ionshitherward.(mid.)

消滅したのは魚だけではない｡川の旅でソーローが繰り返し考えさせられるの

は､先住民インディアンと入植した白人の歴史である｡河畔のインディアンの平

和な世界に､ある日突然入植者が現れ､家を建て､土地を耕し､囲いをつくり､

珍を切り､故国の果樹の種をまき､橋を架け､家畜を放し､雑草を刈り､ビーバ

ーやカワウソやマスクラットの家を壊し､鎌の音で鹿や熊にも脅しをかける｡結

果として､ ｢白人の植物モウズイカがインディアンの畑のトウモロコシに取って

代わり､イギリス伝来の香しい植物が新しい土地に根を張る｣ (同前)ことにな

る｡

ボー トの旅でこのような思いを持ったソーローは､旅を終えるに当たり､こう

記す｡
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Mennowhere,eastorwesthveyetaMtuYlalllfe,roundwhichthevineclings,and

whichtheelmwillinglyshadows....Heneedsnotonlytobespiritualized,butMturalized,

onthesoilofeulh.("Friday,''italicsmhe)

｢大地 (eardi)｣と一体化した ｢自然化 (n加 1/nahdizedlife)｣. さながらこれ

を実践するべく､ソーローはウォールデンの森に入る｡ 森の中のソーローは､海

底ケーブルの出現に興奮を隠せなかったエマソン一行とは異なり､ ｢野生という

強壮剤(hetonicofwildemess)｣ (Wal&n,"Spring'))を求めて､太古以来 ｢幾多

の民族が､水をのみ､深さを図り､消滅していったウオーノレデン湖｣('ymeponds'')

のほとりで､｢人生の本質的な事実 (theessentialthctsoflife)｣("Wh ereILived,and

Wh aHLivedFor")の探求に向かう｡

これが ｢自然化｣の旅とするならば､この旅にソーローを駆り立てるエネルギ

ーは､インディアンを追いや り､魚の世界を奪い､植生をも破壊する文明化とい

う大きな力-の懐疑の念である｡ ｢あの悪魔のような鉄の馬 (devilishIronHorse)

は､森の若葉をすっかり食い荒らしてしまった｡復讐の槍 (avenginglance)を突

き立てる我が国の英雄は､どこにいるのか｣('vmePonds?')とソーローは記すoソ

ーローが森に向かった頃､東部アメリカ社会では､ ｢鉄の馬｣すなわち ｢鉄道｣

が激しくうごめき始めていた｡青年ソーローの森-の旅は､海底ケーブルと同様､

文明の利器としてのこの馬に ｢槍をつきたてる｣旅でもあった｡生きものが生き

る大地がすなわちバイオリージョンであり､バイオスフィアであるとするならば､

旅人ソーローを導く磁石の針は､明らかにこの方向を指している｡

4.鯨の復讐

捕鯨船ピークオッド号のエイハブ船長は､船出して間もないある日､水平線に

沈む太陽を眺めながら､航海に臨む自分の心について思う.一等航海士スターバ

ックから ｢気の狂った狂人｣ であり̀ ｢魔神｣であるとされる自分をェイハブはこ

う規定する｡ ｢定めた目的に向かう自分の道は､鉄の軌道 (ironrai1S)なのだ.そ

の上を魂が直進する｡深い谷の上､深山の懐､渦巻く激流の底､自分はまっすぐ

に進む｡この鉄の道 (ironway)を曲げる物は､何もない｣ (37章).

鯨から採取される鯨油は､19世紀アメリカにおいては重要な資源エネルギーで

あった｡ろうそくの原材料確保の産業として､捕鯨業は当時の最先端の産業であ

った｡エイハブ船長の航海の第一の目的は鯨油求める経済的なものであるはずで

あった｡しかし､スターバックが勇敢に糾弾したように､エイハブの目的は白鯨
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への復讐となる｡この日的をエイハブは ｢鉄の道｣として認識する｡復讐目的で

鯨を追うことが､ ｢鉄の道｣という文明の成果と重なる｡

エイハブの復讐は特定の鯨に向けられる.しかもこの復讐は､イシュメイルが

繰り返し指摘するように､宇宙の構成原理にも関わる観念的なものである｡しか

し､捕鯨船が新世界から海に出るという構図は､植民地時代を経て､独立国家と

なり､いままた新産業国家として羽ばたこうとしているアメリカ社会の現実の姿

と重なる｡青年イシュメイルは ｢波止場に囲まれ､通商の波がそれを取り巻いて｣
(1章)いる国際通商基地マンハッタンを後にして､捕鯨基地ニューベドフォードに

向かい､さらに前進基地ナンタケットに向かい､そこから ｢アレキサンダー王さ

ながらに海の世界を疎翻し征服した｣(14章)ナンタケットの船乗りたちととも

に､勇躍海に出る｡海に出るイシュメイル､鯨を追うエイハブ､捕鯨船の船出｡

この軌跡は､新世界アメリカの産業グローバリズムの軌跡と重なる｡

ウルマンやバートラムやソーローは､コマツグミやクマやサカナなど､生きも

のとの出会いについて語った｡ 『白鯨』もまた生きものについて語る｡海に生き

る大動物としての ｢鯨｣にづいて語る｡それも､徹底的に語るo鯨の種類につい

て語る ｢鯨学｣の章 (32章)や､鯨の白きについて語る ｢鯨の白きこと｣(42章)

の章はその典型である｡加えて､鯨の博物学､生態学､骨相学､考古学､文献学

等､語り手イシュメイルの観察は丹念を極める｡

自鯨を追跡して三日日､エイハブ船長は､この鯨に向かって､こう叫びつつ､

鈷を投げる｡

"Towardsthee,Iron,thouallJestroymgbutunconquenngwhale;tothelastIgrapple

widlthee;丘omhell-sheartIstabatthee:forhate-良sakeI甲itmylastbreathatthee."

(Chapter135)

エイハブが最後に残したこの言葉は､鯨を追うェイハブの究極的な姿を象徴す

る｡エイハブにとって鯨は ｢すべてを破壊する(allJestroying)｣存在であり､自

らが ｢地獄 Oleu)｣に堕ちても許すことのできない ｢憎悪 (hate)｣の対象であ

る｡この思いは､ピークオツド号の乗組員全体の意思を呪縛する｡闇の中で油を

煮る場面に象徴されるように､ ｢遇進し､蛮族を積み､火炎に満たされ,死屍を

焼き､漆黒の闇を突進する｣ピークオツド号は､ ｢偏執狂の指揮者の魂を物質的

に表示したもの(materialcounterpart)｣ (96章)と同じである. ｢ピークオツド｣

という船名が､白人に滅ぼされた先住民インディアンの部族名であるのも象徴的
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である｡白い鯨を追跡する行為は､入植した白人がインディアンを駆逐する行為

とも重なり合う｡

エイハブはこの鯨に r測りがたい悪意 (inscrutablemalice)｣ (36章)や ｢捉えが

たい悪 (intangiblemalipib,)｣ (41章)を見る.しかも､ ｢アダム以来の人間の怒

りと憎悪｣ (41章)を代表するものとして､この ｢悪｣のシンボルに挑むbしか

し､物語りの中では､この ｢悪｣は､むしろ相対的である｡イシュメイルのみる

ところ､群れて泳ぐ鯨の姿には､さながら人間の家族のような優しさが満ちあふ

れ (88章)ている｡殺教行為のなかにあっても､鯨の行動には､生きものとして

の本質的な凶悪さのようなものは特に見られない (87章)0 ｢悪意｣を見るエイ

ハブ船長でさえも､死に行く鯨が必ず西の方角に反転する姿を見て､ ｢信仰に燃

えながら太陽に向かって滅び行くもの｣(116章)としての一種の畏怖の念さえ抱

く｡それどころか､捕鯨船に追われて泳ぐ白い鯨は､ ｢奪い取ったオイロバを麗

しい角にしがみつかせたまま泳ぎ去る白い牡牛ジュピター神｣のような ｢強く和

やかな安定感｣ (133章)さえ漂わせている｡

これに引き換え､悪意や凶暴さを漂わせるのは､むしろ鯨を追う人間の側であ

る｡ ドログを使用した鯨の大量殺教の方法 (87章)は､殺される側にたてば残酷

きわまりないものである｡ピークオツドを密かに待ち受けるマレー海峡の海賊た

ちは､エイハブにいわせれば､ ｢凶悪なアジア人ども(rascallyAsiadcs)｣ (同前)

である｡しかし､この海賊の凶悪さと鯨に対する捕鯨船の行為の間に､倫理性や

悪の内質という点で大きな落差があるとは思われない｡

海の世界は､エイハブ船長にとって､生きる場所としてすべてであった｡ ナン

タケット人として ｢40年間､恐怖に戦いを挑み､40年間､平和な地上を捨てた｣

(132章)エイハブにとって､ ｢地上に生まれたが､海に育てられ､山や谷が母親

だったが､波浪が乳兄弟であった｣ (116章)という海の世界は､特別の意味を持

つ一個の場所であった｡ところがこの海は､イシュメイルにとっては､･陸の世界

と接続する｡それも､開拓時代のアメリカの美しい自然と接続する｡

Therearethetimes,wheninhiswhale-boatdieroverSORly危elsacedain五lial,

confidentland-likefeelingtowardsthesea;thatheregardsitassomuchPowelyearth;

andthedistantshiprevealingonlydietopsOfhermasts,seemss加gglingforward,not

throughhighrollingwaves,butthroughthetallgrassofarvllingprabie:aswhenthe

wesEememigTTantS'horsesonlyshowtheirerectedeus,whiledleirhiddenbodieswidely

d ethroughtheamazingverdure.(m apter114､italicsmine)
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新世界と等価の場所としての海｡この海で､エイハブは鯨を追い､イシュメイ

ルはその次第をつぶさに観察する｡表面は平和な海の世界も､その底には恐怖が

潜んでいることも､身を以て体験する｡体験の舞台となる海の世界が､新世界の

歴史と重なるものだとすれば､エイハブやイシュメイルの旅は､新世界に移住し

た白人たちの旅と重なる｡平和な海の世界は､緑のメリマックの河畔の世界でも

あり､巨大な鯨との出会いは､先人たちが体験した生きものたちとの出会いやイ

ンディアンとの出会い､すなわち新世界アメリカの生命体すべてとq)出会いと､

連続するものである｡

ウォールデンの森に向かったソーローは､ ｢鉄の馬｣ に向かって ｢槍｣ を投げ

るべき ｢英雄｣を求めた｡エイハブ船長は､鯨に向かって確かに ｢槍｣を投げた｡

しかし､はたして ｢鯨｣ は､ ｢鉄の馬｣と等価な存在であるのかどうれ ｢鉄の

馬｣と見るべきは､むしろエイハブであり､描鯨船である､ということにならな

いであろうか｡この場合､復讐のベクトルは､鯨からエイハブ-､そして捕鯨船

-と､向かう方向が逆転することになる｡

おわりに

白鯨発見者-の褒賞として､エイハブ船長は､大株にスペイン金貨を打ち付け

る｡アンデスの三つの峰が連想されるその図柄は､見るものにさまざまな想いを

誘発する｡エイハブ船長は､その図柄に､ふんぞり返った ｢魔王｣や ｢火を噴く

山｣や ｢勝ち誇った鳥｣を見て取り､それを自分と重ねて ｢みなェイハブだ｣と

豪語する｡さらに､こう語る｡

....仙isroundgoldisbuttheimageoftherounderglobe,which,likeamagician'S

glass,toeachandeverymanintLmbutmirrorsbackhisown mysteriousself.(Chapter99)

｢地球 (rounderglobe)｣の象徴としての ｢金貨 (roundgold)｣｡ ｢球体｣や ｢地

球｣を意味する ｢グローブ｣から ｢グローバリズム｣ ということばが派生する｡

このことばが身近な日常語となって久しい｡身近な経済や産業や情報の実態は､

文字通りグローバルなものとなっている｡ 鯨を追って海に出るエイハブ船長の旅

が､新産業国歌アメリカの国の歩みと重なるとするならば､自我と自負を内在さ

せた丸い球体としてのスペイン金貨は､国家アメリカの格好の象徴となる｡

球体としての地球は､生態学的には生命圏 (バイオスフィア)とされる｡球体

の一部としての新世界アメリカは､生命圏の一部として､.生命圏地域 (バイオリ

ージョン)でもある｡植民地時代以来､新世界の開拓の歴史は､ ｢自然｣や ｢荒
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野｣との関わりの歴史であった｡これは同時に ｢バイオリージョン｣との関わり

の歴史でもある｡ブラッドフォードやブラッドストリー トは､この過程で､自然

の厳しさや河畔の美しい風景の中に身を置いた｡バー トラムやウルマン､あるい

はクーパーやソーローは､入植者に追われる存在としてのインディアンを含め､

生命圏に生きるものたちに対して良心的な思いを寄せた｡

北風が少し強く吹けばそれだけで｢地球上の人間の生存には終止符が打たれる｣

(wahkn,"House-Wm ing')とソーローはいうo他の生きものたちと同様､ホモ

サピ ェンスとしての人間は､地球という一個の球体の上で､永遠の存在であるわ

けではない｡エイハブを呑み込んだ後で ｢五千年前と同じようにうねった｣ (135

辛)太平洋の波に比べれば､氷河期を前にした人間はきわめて小さい存在である｡

小さな存在である以上､そのこと-の敏感な感覚が人間には求められる｡エイ

ハブ的あるいはホモセントリックな感覚ではなく､バイオスフイリックな､エコセ

ントリックな､あるいは ｢あらゆる場所はそれぞれ固有の目的で独自に存在して

いる小さな世界｣ (McGimiS,9)という意味での､バイオ-リージョナルな感覚

である｡開拓時代から19世紀に至る新世界アメリカの旅は､このことを国家的に

確認する旅でもあった｡
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